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「お葬式」考

ている。この本通夜と葬儀・告別式が
いわゆる「お葬式」である。

通夜が、近親者による死の受容、死
者の弔いの時間であると設定するなら
ば、死亡日の夜および翌日の夜を通夜
として、近親者だけで営むようにする。
第３日目の夜に関係者を招き告別式を
営み、第４日目の朝に再び近親者のみ
で葬儀式を営み、火葬に付すという方
式はどうだろう。

この場合、一般の人々に案内するの
は３日目の夜に営まれる告別式だけで
ある。夜であるから時間のある人には
軽食や酒・お茶などを振る舞って、故
人との関係の話を聞く時間を作っても
よいだろう。

死亡直後の衝撃が強い最初の２日間
と火葬を控えて精神的な動揺がある第
４日目は、あくまで近親者を中心に営
むようにすれば、グリーフワークとし
ての葬儀の機能も果たせるだろう。

夜に告別式を行うのは会葬者にとっ
ても便利である。忙しい人々も１日夜
だけ費やせばよいのだから、現状より
も合理化される。また、最初の２日間
は近親者だけの時間であるから、遺族
が他者へ目を向けて気を配る必要はな
く、死者への弔いに素のままで専心で
きる。祭壇の設営も２日間は不要であ
るので、慌ただしさはかなり軽減する
はずである。

教理に基づいた本教の葬儀式のあり方につ
いて、検討すべき点は多々あると思いますが、
先ずは、現代社会の実情に即して、葬儀での
故人への「弔い」と遺族への「悔やみ」そし
て、社会への「告知」のバランスを考えた葬
祭の日程を考えることから始めればよいので
はないかと思う次第です。

葬儀についてネットで検索をしている中
で、次のような文章に出会いました。（以下、
表現文化社『現代葬儀考』47 号、碑文谷創
氏の文章より抜粋）

遺族や関係者にとって葬儀で重要な
のは、故人と充分な別れをすることで
ある。本来は通夜こそがその時間であ
るが、近年は平日の昼間よりも夜の弔
問が便利ということで通夜に弔問する
傾向が増している。

30 ～ 40 年前に葬儀式と告別式の合
体が行われたことにより、葬儀の社会
儀礼化が進んだが、今、それがさらに
徹底されようとしている。近親者にとっ
ての葬儀という部分が完全に失われよ
うとしていることへの危機感が、今日
の「脱葬式」つまりは葬儀の社会性の
否定、密葬化を促している大きな要因
となっているのは確かである。

過度の社会儀礼化は戒められる必要
があるが、密葬化は遺族が恣意的に「関
係者」の範囲を設定するために、故人
と係わりのあった人々を閉め出し、そ
の人たちが別れを告げる機会を奪いか
ねない。

この一つの解決策が、今日流行の兆
しを見せている「密葬─お別れ会」方
式である。死の直後の火葬までの葬り
は近親者だけで閉じて行い、後日に故
人と関係のあった人々を招いてお別れ
会を行う。「お別れ会」とは独立形態の
告別式の現代的な表現である。

現状の基本的な葬儀スケジュールは
次のようになっている。

死亡当日を第１日目とすると、第１
日目の夜に仮通夜、第２日目の夜に本
通夜、第３日目の昼前後に葬儀・告別
式、それが終了後に火葬、会食─となっ
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